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題
の
発
見
が
重
要
で
、
多
く
の
モ

デ
ル
地
区
で
は「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」や「
ま
ち
む
ら
た
ん
け
ん
」を

通
し
た「
地
域
を
知
る
」取
組
み
を

行
い
、
地
域
の
特
色
あ
る
活
動
に

結
び
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

準
備
会（
出
石
地
域
）の「
紹
介
ま

ち
歩
き（
ま
ち
む
ら
た
ん
け
ん
）」

の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

小
坂
地
区（
13
区
）で
は
、
区
長

会
を
中
心
と
し
た
小
坂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
準
備
会
を
設
立
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
設
立
に
向
け
た
検
討

を
7
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

準
備
会
に
は
、
各
区
か
ら
5
人

程
度
が
参
画
。
年
齢
、
性
別
、
区
、

地
区
で
の
活
動
内
容
な
ど
の
異
な

る
住
民
56
人
で
検
討
を
し
て
い
ま

す
。

　

8
月
29
日
、
地
区
内
の
区
を
区

長
が
紹
介
し
な
が
ら
散
策
し
て
い

く「
紹
介
ま
ち
歩
き
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
13
区
を
5
コ
ー
ス
に

分
け
、
50
人
の
参
加
者
が
行
き
た

い
コ
ー
ス
を
選
び
散
策
し
ま
し
た
。

見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
人
の
他

に
、
カ
メ
ラ
係
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ

を
事
前
に
決
め
、
同
行
さ
せ
ま
し

地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　

市
で
は
、
地
域
を
守
り
将
来
へ

つ
な
ぐ
た
め
、
地
区
公
民
館
の
範

囲
で
の
地
域
づ
く
り
を
行
う「
新

し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
4
月
か
ら
、
地
区
公

民
館
が「（
仮
称
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」に
移
行
す
る
こ
と
か

ら
、
順
次
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

そ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
生
活
の
多
く

の
部
分
は
、
区
な
ど
が
中
心
に
担

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
過
疎

化
や
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
む
と

と
も
に
、
ま
ち
な
か
で
は
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と
な
っ
て

き
て
お
り
、
区
の
活
動
が
弱
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
区
内
の
支
え

合
い
を
補
完
す
る
た
め
、
新
し
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
あ
る
程

度
の
人
口
が
確
保
さ
れ
、
顔
が
見

え
る
範
囲
で
組
織
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
、
地
域
の
魅
力
や
課

「
ま
ち
む
ら
た
ん
け
ん
」の
取
組
み

地域
コミュニティ
地区（公民館単位）の取組み
《問合せ》コミュニティ政策課☎21－9020

小坂地区の｢紹介まち歩き｣
❶出発前のルート確認
❷龍谷寺での聞き取り
❸散策後の各コースの報告

❶

❷

❸

た
。

　

カ
メ
ラ
係
は
写
真
記
録
、
殺
虫

剤
係
は
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
の
対
応
、

地
図
係
は
実
際
に
歩
い
た
コ
ー
ス

を
地
図
に
記
録
し
て
い
く
役
割
を

分
担
。
調
査
票
係
の
役
割
は
ユ
ニ

ー
ク
で
、
参
加
者
が
地
域
を
巡
る

中
で
何
げ
な
く
発
す
る
〝
つ
ぶ
や

き
〞
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
参
加

者
の
自
然
体
の
声
を
聞
い
て
い
き

ま
し
た
。

　

散
策
終
了
後
、
参
加
者
は
地
区

公
民
館
に
戻
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ス
を
報
告
。
ス
ラ
イ
ド
を
見
な

が
ら
、
全
員
で
地
域
内
の
状
況
を

共
有
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
準

小
坂
地
区「
紹
介
ま
ち
歩
き
」



3　 広報とよおか 2015（平成27）年12月号

備
会
だ
よ
り
で
も
、
今
回
巡
っ
た

コ
ー
ス
を
紹
介
し
、
参
加
し
て
い

な
い
方
に
も
地
域
の
紹
介
を
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
調
査
票
係
が
〝
つ
ぶ
や

き
〞
の
ま
と
め
や
参
加
者
の
意
見

を
参
考
に
、
地
域
の
課
題
や
魅
力

を
整
理
し
て
い
く
予
定
で
す
。

―
参
加
者
の
主
な
〝
つ
ぶ
や
き
〞

▽
神
社
の
参
道
の
草
刈
り
が
必
要

だ
な
ぁ
。

▽
空
き
家
や
空
き
地
が
増
え
て
き

た
な
ぁ
。

▽
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
も
の
が

地
区
に
あ
る
の
で
マ
ッ
プ
で
も

あ
れ
ば
な
ぁ
。

▽
昔
は
ス
キ
ー
場
が
あ
っ
た
ん
だ

な
ぁ
。

❹

❺

❻

❼

❹紹介まち歩きの様子をまとめた小坂コミュニティ準備会だより
❺参加者に楽しく地域を知ってもらうための準備会役員の打合せ
❻紹介まち歩き後に参加者全員でおにぎり作り
❼新たな発見を胸に参加者全員で集合写真

　
「
ま
ち
む
ら
た
ん
け
ん
」は
地

域
全
体
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か

け
と
な
り
、
区
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
の
役
割
分
担
や
既
存

の
活
動
の
見
直
し
な
ど
を
地
域

で
考
え
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
同
士
で
継
続

的
に「
地
域
を
知
る
」取
組
み
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

こ
と
で
柔
軟
な
活
動
や
計
画
に

つ
な
が
り
、
地
域
の
新
し
い
仕

組
み
づ
く
り
に
結
び
付
き
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
は
、
初
め
か
ら

完
璧
な
仕
組
み
が
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
を
点

検
し
、
地
域
で
共
有
し
続
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
回
取
り
上
げ
た「
ま
ち
む
ら

た
ん
け
ん
」の
や
り
方
を
含
む
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
づ
く
り
の

進
め
方
を「
豊
岡
市
新
し
い
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
導
入
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
次
の
U
R
L

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.toyooka.

lg
.jp
/w
w
w
/con

ten
ts/

1430466198941/index.htm
l

高橋地区でもやってます～高橋ふるさと探訪～
　高橋振興対策協議会（10区）では、地区内の魅力を発見する｢高
橋ふるさと探訪｣を３年前から実施しており、毎年１から２区を
回っています。
　今年は10月４日に開催され、２歳から83歳までの90人が４班に
分かれて大河内区内を回りました。散策後は、区内にある楽音寺
で、マップづくりワークショップを実施。各班に分かれ、発見し
たことを付箋に書いて貼り出したり、撮った風景写真を地図に貼
り出して、それぞれのコースを振り返っていました。▲マップづくりワークショップ

地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
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を
目
指
す
自
治
体
や
民
間
企
業
の

取
組
み
を
評
価
し
よ
う
と
、
民
間

団
体
の「
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
全

国
か
ら
57
件

の
応
募
が
あ

り
、
最
終
候

補
に
残
っ
た

10
件
の
審
査

発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

3
日
に
開
催
さ
れ
た「
出
石
お

城
ま
つ
り
」で
は
、
毎
年
好
評
を

博
し
て
い
る
上
田
市
特
産「
り
ん

ご
」の
無
料
配
布
や
特
産
物
展
で
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

で
す
。

■
常
任
委
員
会

 

【
総
務
委
員
会
】

　

◎
奥
村
忠
俊　

○
松
井
正
志

 

【
文
教
民
生
委
員
会
】

　

◎
広
川
善
徳　

○
浅
田　

徹
 

【
建
設
経
済
委
員
会
】

　

◎
野
口
逸
敏　

○
前
野
文
孝

■
特
別
委
員
会

 

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

　

◎
古
池
信
幸　

○
上
田
倫
久

 

【
交
通
網
問
題
調
査
特
別
委
員
会
】

　

◎
門
間
雄
司　

○
西
田　

真

 

【
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会
】

　

◎
井
上
正
治　

○
井
垣
文
博

■
議
会
運
営
委
員
会

　

◎
升
田
勝
義　

○
福
田
嗣
久

　

市
議
会
の
本
会
議
の
様
子
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

11
月
11
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
会
役
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

議
長
に
椿
野
仁
司
さ
ん
、
副
議

長
に
関
貫
久
仁
郎
さ
ん
、
議
会
選

出
の
監
査
委
員
に
嶋
﨑
宏
之
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

〜
市
議
会
役
員
決
定
〜

 

議
長
は
椿
野
仁
司
さ
ん
、副
議
長
は
関
貫
久
仁
郎
さ
ん

豊
岡
の
挑
戦 

〜
小
さ
な
世
界
都
市
の
実
現
に
向
け
て
〜

本
市
の
取
組
み
が
プ
ラ
チ
ナ
大
賞「
優
秀
賞
」受
賞

〜
姉
妹
都
市
長
野
県
上
田
市
と
の
交
流
〜

上
田
市
副
市
長
、市
議
会
議
長
、市
民
ツ
ア
ー
が
来
訪

　

10
月
23
日
、イ
イ
ノ
ホ
ー
ル（
東

京
都
千
代
田
区
）で
、
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
た
先
進
的
な
取
組

み
を
表
彰
す
る「
第
3
回
プ
ラ
チ

ナ
大
賞
」の
審
査
発
表
会
が
行
わ

れ
、
豊
岡
市
の
取
組
み「
豊
岡
の

挑
戦
〜
小
さ
な
世
界
都
市
の
実
現

に
向
け
て
〜
」が「
優
秀
賞
」を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
チ
ナ
大
賞
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
創
意
工
夫
を
し
て
、
過
疎
化
や

高
齢
化
な
ど
の
地
域
の
課
題
解
決

　

11
月
2
〜
3
日
、
長
野
県
上
田

市
か
ら
、
副
市
長
の
井
上
晴
樹
さ

ん
、
市
議
会
議
長
の
下
村　

栄
さ

ん
、
上
田
市
民
ツ
ア
ー（
豊
岡
市

合
併
10
周
年
記
念
上
田
市
民
ツ

ア
ー
事
業
実
行
委
員
会
主
催
）の

参
加
者
ら
約
30
人
が
来
訪
し
ま
し

た
。

　

上
田
市
と
は
、
1
7
0
6
年
の

出
石
藩
主
と
上
田
藩
主
と
の
お
国

替
え
を
縁
に
、
昭
和
54
年
に
姉
妹

都
市
提
携
を
締
結
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

▲出石お城まつりで中貝
市長があいさつ

監査委員
嶋﨑宏之

副議長
関貫久仁郎

議長
椿野仁司

▲プラチナ大賞の審査発表会

【
10
月
】

14
日
・
高
齢
者
向
け「
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
閲
覧
･
操
作
講
習

会
」開
催（
〜
12
月
9
日
）

15
日
・
下
水
道
使
用
料
改
定
市
民

説
明
会（
日
高
、
16
日
･

竹
野
、
18
日
･
出
石
、
19

日
･
但
東
、21
日
･
城
崎
、

24
日
･
豊
岡
）

18
日
・
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事

業「
防
災
学
習
会
」

19
日
・
市
政
懇
談
会（
出
石
、
22

日
･
日
高
、30
日
･
竹
野
、

11
月
2
日
･
城
崎
、
11
月

5
日
･
豊
岡
、
11
月
16
日

･
但
東
）

23
日
・
プ
ラ
チ
ナ
大
賞「
優
秀
賞
」

受
賞

25
日
・
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
水

防
訓
練

29
日
・
東
京
×
兵
庫
移
住
･
起
業 

促
進
セ
ミ
ナ
ー（
東
京
･

神
戸
･
豊
岡
）

30
日
・「
豊
岡
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
豊
岡
市
地
方
創
生
総
合

戦
略
」策
定

　
　

・
市
美
術
展（
〜
11
月
3
日
）

31
日
・
豊
岡
市
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
11
月
】

2
日
・
旅
行
見
本
市「
W
T
M
2

0
1
5
」に
出
展（
〜
6
日

･
イ
ギ
リ
ス
）

4
日
・
出
石
家
老
屋
敷
リ
ニュー
ア
ル

記
念
式
典

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜
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ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
を
入
手
す
る
方

法
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
ま

た
、
災
害
時
に
役
立
つ
防
災
関
連

ペ
ー
ジ
や
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
ペ
ー
ジ
の
利
用
方
法

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
者
は
、
マ
ウ
ス
の
操
作
、

文
字
の
入
力
な
ど
の
仕
方
を
聞
い

た
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧

･
検
索
を
体
験
し
、
自
身
の
知
り

た
い
豊
岡
市
の
情
報
の
取
得
方
法

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
12
月
9
日
ま

コ
ウ
ノ
ト
リ
米
の
売
り
込
み
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
職
員
を
派
遣
し

た
こ
と
は
、
前
回
書
き
ま
し
た
。

職
員
が
ち
ょ
う
ど
現
地
に
着
い

た
頃
、
切
り
絵
作
家
の
久
保
修
さ

ん
か
ら
ぼ
く
宛
て
に「
週
刊
ニュ
ー

ヨ
ー
ク
生
活
」の
三
浦
さ
ん
を
よ

く
知
っ
て
い
る
の
で
訪
ね
て
は
ど
う

か
、
と
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
同

紙
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
情
報

を
届
け
る
日
本
語
無
料
紙
で
、
全

米
各
地
で
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
員
は
早
速
ア
ポ
を
取
っ
て
会

い
に
行
き
、
記
事
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
の
支
援
も
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

先
日
、
竹
野
の
旧
大
森
小
学
校

の
校
舎
を
舞
台
に「
三
原
谷
の
川

の
風
ま
つ
り
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
黒
田
征
太

郎
さ
ん
が
３
年
連
続
で
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
、
黒
田
さ
ん

の
部
屋
が
あ
っ
て
、
教
室
の
壁
一

面
に
黒
田
さ
ん
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

黒
田
さ
ん
と
話
し
て
い
る
と
、

画
家
の
永
本
冬と

森も
り

さ
ん
が
入
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
永
本
さ
ん
は
、

最
近
で
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
で
俳
優
で
も
あ
る
山
崎
ま

さ
よ
し
さ
ん
の
肖
像
画
を
描
き
、

山
崎
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
谷
川
俊

太
郎
さ
ん
と
対
談
を
さ
れ
る
な
ど

活
躍
中
で
す
。
風
ま
つ
り
に
も
出

展
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
黒
田
さ
ん
が
お
ら
れ
て
驚
き

ま
し
た
。
10
年
前
、
無
一
文
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
と
き
、

黒
田
さ
ん
に
ご
ち
そ
う
に
な
り

ま
し
た
」と
永
本
さ
ん
。「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
言
え
ば
、
最
近
米
の
売

り
込
み
を
始
め
て
、
週
刊
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
生
活
…
」と
ぼ
く
が
話
し

出
す
と
、
黒
田
さ
ん
が「
三
浦
さ

ん
な
ら
よ
く
知
っ
て
い
る
よ
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
米
な
ら
他
に
も
○
○
、

○
○
も
力
を
貸
し
て
く
れ
る
」「
そ

れ
は
、
ぜ
ひ
！
」

八
鹿
に
住
む
私
の
従
妹
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。「
週

刊
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
で
市
の
職

員
の
記
事
を
担
当
し
た
の
は
、
村

岡
出
身
の
親
友
の
娘
さ
ん
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

で
、
そ
れ
も
お
米
を
も
っ
て
豊
岡

市
か
ら
来
た
！
っ
て
こ
と
で
び
っ

く
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
縁

を
な
ん
と
か
繋
げ
た
い
と
彼
女
は

意
気
込
ん
で
い
ま
す
」

な
ん
と
い
う
つ
な
が
り
！

つ
な
が
る
ご
縁

97

　

市
内
の
地
区
公
民
館
等
で
、
高

齢
者
向
け
の「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
･
操
作
講
習
会
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
で
は
、
世
代
間
の

情
報
格
差
解
消
の
た
め
、
ホ
ー
ム

　

10
月
18
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
平
成
16
年
台
風
23
号
メ

モ
リ
ア
ル
事
業「
防
災
学
習
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
市
長
が
台
風
23

号
の
災
害
対
策
本
部
の
対
応
を
振

り
返
り
、
隣
近
所
な
ど
地
域
の
支

え
合
い
の
重
要
性
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
ま
た
、
奈
良
女
子
大
学
准

教
授
の
西
村
雄
一
郎
さ
ん
は
、
情

報
技
術
の
活
用
や
地
域
で
防
災

〜
地
域
の
災
害
対
応
能
力
を
高
め
る
た
め
に
〜

台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事
業「
防
災
学
習
会
」開
催

〜
世
代
間
の
情
報
格
差
の
解
消
へ
〜

高
齢
者
向
け「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧・
操
作
講
習
会
」開
催

マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
な
ど
の
他
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
防
災
教
育
の
あ

り
方
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

交
流
サ
ロ
ン
で
は
、
子
ど
も
向

け
の
防
災
教
室
を
開
催
。
子
ど
も

た
ち
は
避
難
生
活
を
想
定
し
た
非

常
用
持
ち
出
し
品
を
考
え
た
り
、

防
災
す
ご
ろ
く
な
ど
で
防
災
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
の
水
害
体
験
･
記

憶
を
決
し
て
風
化
さ
せ
な
い
た
め

に
水
防
災
写
真
展
も
行
い
ま
し
た
。

▲豊岡市ホームページ（イ
メージ）（http://www.
city.toyooka.lg.jp）

▲真剣なまなざしの受講者▲砂防えん堤について模型で学ぶ子どもたち

で
、
受
講
希
望
の
あ
っ
た
市
内
の

全
て
の
地
区
の
地
区
公
民
館
で
、

順
次
開
催
し
て
い
ま
す
。
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人口減少対策｢豊岡市人口ビジョン｣・
｢豊岡市地方創生総合戦略｣を策定
人口減少対策｢豊岡市人口ビジョン｣・
｢豊岡市地方創生総合戦略｣を策定

　10月30日、人口の将来展望をまとめた「豊岡市人口ビジョン」を策定しました。
　また、人口減少のスピードを和らげる（量的緩和）とともに、その対策を通して自信と誇りに満ち
た地域を創る（質的転換）ことで、将来、人口減少下にあっても地域活力を維持できるよう、この５
年間に取り組むべきこととして｢豊岡市地方創生総合戦略｣を策定しました。

《問合せ》地方創生課☎21-9022

豊岡に暮らす価値を認め、豊岡で暮らすことに自信と誇りを持って住む人が増えている

豊岡市地方創生総合戦略
■将来の目指す姿　豊岡に暮らす価値を認め、豊
岡で暮らすことに自信と誇りを持って住む人が
増えている。

■移住・定住促進の戦略
▼基本方針
▽豊岡に住む人々が｢豊岡で暮らすことの価値と魅
力｣を改めて探り、認識する。

▽その価値と魅力をさらに高める。特に、これま
で進めてきた｢小さな世界都市｣＝｢豊岡で世界
と出会う｣の実現に向けた取組みを加速し、世界
と直接に結ばれる中で豊岡の価値と魅力をさら
に高める。

▽豊岡で暮らすことの価値と魅力を若者や子ども
たちに伝え、移住・定住を促し、共感して移住・
定住する若者を増やす。

▼目指す姿と達成のための手段

■結婚促進・多子出産促進の戦略
▼基本方針
▽結婚に至るまでの独身者に対する支援を行うと
ともに、さまざまな出会いの場や若者が集う場
を提供することで、結婚に結び付ける。

▽安心して妊娠・出産・育児ができるよう、妊娠
から産後・育児を支え、仕事と子育てを両立で
きる環境を整え、理想の子どもの数を持ちたい
という希望をかなえる。

▼目指す姿と達成のための手段

豊岡市人口ビジョン

■減少要因　豊岡市の人口移動は、高校卒業後の
就職・進学期（15～19歳）に大きく転出超過して
いる。専門学校・大学卒業後の就職期（20～24歳）
に大きく転入超過しているが、転出超過で減っ
た人口の回復に至っていない。

■将来人口推計　2010年の85,592人が2040年には
57,608人、2060年には38,044人になると推計

■人口の将来展望
▼2040年の人口目標を62,165人（何も対策を講じな
ければ57,608人）とする。

▼合計特殊出生率（１人の女性が生涯に持つ子ども
の数）1.82を、2035年までに2.3に引き上げる。

▼若者回復率（10歳代の転出超過数に対して、20歳
代の転入超過数が占める割合）を現在の35％か
ら2025年までに50％に引き上げる。

５年後の姿 暮らすなら豊岡と考え、定住する若者が増えている
指　　標 人口の社会増減の緩和

主要手段01 豊岡の暮らしの｢豊かさ｣が内外に知られている（情報発信）

 　〃　 02 人々が豊岡の｢豊かな暮らし｣を楽しんでいる（高付加価値・成熟化）

 　〃　 03 豊岡で人々が世界と出会っている（ローカル＆グローバル）

 　〃　 04 子どもたちのふるさとへの愛着が育まれている（次世代育成）

５年後の姿 多くの子どもでにぎやかな家庭を持つ若者が増えている
指　　標 合計特殊出生率、出生数
主要手段01 若い夫婦の数が増えている
 　〃　 02 夫婦一組当たりの子どもの数が増えている
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　市では、道路交通の確保を優先
するため、幹線道路や通学路など
をあらかじめ除雪路線と定め、早
朝から除雪作業を行います。
　除雪作業をスムーズに行うため
に、次のことに理解と協力をお願いします。
■生活道路や家周辺の除雪
　除雪路線以外の生活道路や家周辺は、地域や近
隣の皆さんと協力して除雪してください。
■道路への排雪禁止
　雪を道路に捨てると、交通の妨げとなり危険で
す。道路に雪を捨てないでください。
　また、屋根の雪下ろしも道路交通の妨げになら
ないように行ってください。
■路上駐車の禁止
　路上駐車がある場合、車両を傷付ける危険性が
あるため、その路線の除雪ができなくなります。
さらに除雪作業が遅れる原因にもなります。
　また、道路側にある植木鉢やごみ箱、看板などは、
除雪作業で破損する恐れがありますので、撤去し
てください。
■目印ポールなどの設置
　ごみステーションなど路上から撤去や移動ので
きないものは、積雪時にも位置が分かるよう、目
印となるポールや看板などを設置してください。
■排雪場所
　排雪場所は、建設課に問い合わせてください。

　市長が「豊岡のまちづくり」について語ります。
　あなたの「豊岡への熱い思い」を、ぜひ、聞か
せてください。
　参加資格は女性であること。気軽にお越しく
ださい。
 《開催日時・場所》

※豊岡・日高地域は、12月に開催。詳しくは、広報
とよおか11月号をご覧ください。

※竹野地域は、広報とよおか11月号で｢12月11日
（金）｣開催とお知らせしましたが｢12月21日（月）｣
に変更します。時間・場所は変更ありません。

Ｑ  除雪に掛かる費用は？
Ａ  昨年度の除雪作業費用は、約２億８千万円でし
た。市が１日で除雪作業を行う距離は、約730㎞
で、これは豊岡市から岩手県盛岡市までの直線
距離に相当します。これほど長大な除雪路線を、
市と委託業者の除雪機械約175台で対応してい
ます。

Ｑ  除雪を行う条件は？
Ａ  積雪が15㎝以上になると除雪作業を開始し、一
部の地域を除き、おおむね午前８時30分までに
作業を終えるようにしています。

Ｑ  除雪作業が遅れる理由は？
Ａ  なるべく早く除雪作業を終えるよう努めていま
すが、市内各地の積雪状況や路上駐車などの影
響で、やむを得ず遅れる場合があります。

　　また、断続的な降雪で、再度の除雪が必要とな
るなど、想定外の事態に対応することがあります。

Ｑ  道路除雪で家の前に雪の塊が・・・
Ａ  迷惑をお掛けする場合がありますが、道路の交
通確保を最優先に除雪作業を行っています。理
解と協力をお願いします。

※除雪作業に関する問合せは、各区長さんを通じ
てお願いします。

 《問合せ》建設課☎23-1115または各振興局地域振
興課

 《国道・県道の除雪に関する問合せ》但馬県民局
豊岡土木事務所道路第２課☎26-3753

▼対象　市内在住、在勤または在
学の女性（おおむね16歳以上）

▼内容　市長が豊岡市のまちづく
りなどについて話した後、皆さ
んの感想を聞き、意見交換しま
す。市長の話以外の質問・提言
も伺います。

▼募集人数　各会場30人程度
▼申込方法　住所、氏名、連絡先を秘書広報課
に電話、ファクス、またはメールで申し込ん
でください。

▼申込期限　開催日の10日前
 《申込み・問合せ》秘書広報課
　☎23-1114　FAX24-1004
　メールアドレスkouhou@city.toyooka.lg.jp

道路除雪に協力してください

市長と豊岡のまちづくりを語りませんか

除雪作業Ｑ＆Ａ

除雪期間 12月１日～平成28年３月31日

女性いきいきトーク 参加者募集

日にち 時間 場所
１月７日（木）19：00～20：30 出石庁舎（２階大会議室）
１月８日（金）13：00～14：30 城崎庁舎（２階大会議室）
１月12日（火）19：00～20：30 但東庁舎（２階大会議室）
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豊岡市｢職場対抗“歩
ある

キング”」選手権　最終結果

　働く世代にも広がる“歩キング”の風！
豊岡市｢職場対抗“歩

ある

キング”」選手権　最終結果

　働く世代にも広がる“歩キング”の風！

健
康
・
環
境
ポ
イ
ン
ト
の
交
換

但
馬
牛
の
当
選
は
12
月
28
日
申
請
分
ま
で
!!

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
康
と
環
境
の

マ
イ
レ
ー
ジ「
健
康
・
環
境
ポ
イ

ン
ト
制
度
」は
、
た
め
た
ポ
イ
ン

ト
を
、
小
・
中
学
校
な
ど
へ
の
寄

付
ま
た
は
温
泉
施
設
の
利
用
券
な

ど
に
交
換
で
き
ま
す
。

小
・
中
学
校
な
ど
に

　
　
　

ポ
イ
ン
ト
寄
付
す
る
場
合

　

12
月
28
日（
月
）ま
で
に
健
康
増

進
課
、
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
ま
た

は
各
振
興
局
窓
口
に
実
践
手
帳
を

添
え
て
申
請
す
る
と
、
本
年
度
中

に
寄
付
金
が
小
学
校
な
ど
に
送
ら

れ
ま
す（
１
月
以
降
の
申
請
は
、

翌
年
度
と
な
り
ま
す
）。

　

学
校
と
地
域
の
区
長
会
や
老
人

会
が
組
織
的
に
連
携
し
、
健
康
・

環
境
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応

援
し
よ
う
と
い
う
取
組
み
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

温
泉
利
用
券
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　

交
換
す
る
場
合

　

交
換
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
達

し
た
と
き
に
実
践
手
帳
を
添
え
て

申
請
す
る
と
、
利
用
券
な
ど
に
交

換
で
き
ま
す
。
健
康
・
環
境
に
良

い
こ
と
を
し
て
、
温
泉
入
浴
券
や

運
動
施
設
の
利
用
券
な
ど
を
手
に

入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
登
録
・
交
付

を
、
健
康
増
進
課
、
エ
コ
バ
レ
ー

推
進
課
で
、
随
時
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

楽
し
く
賢
く
健
康
・
環
境
ポ
イ

ン
ト
を
た
め
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
21

－

9
0
9
5

今年は、ご褒美が当たる‼
　今年１万ポイント以上獲
得した方の中から、抽選で
300人に但馬牛が当たるチ
ャンス！
　対象は、12月28日（月）ま
でに、手帳の交換・更新申
請をした方です‼
　忘れずに申請してくださ
い。 ※写真はイメージです。

順位 チーム名 事業所名
1 選抜！センターズ♡ 豊岡市子育て総合センター
2 たんぎんメタレンジャー ㈱但馬銀行
3 カネカソーラーテック カネカソーラーテック㈱
4 ツルちゃん 大豊機工㈱

5 地元をぐるぐる
FMジャングル FMジャングル

6 ぷるぷるず
社会福祉法人
豊岡市社会福祉協議会
日高地区センター

7 “動キング”になる！ ㈱キヅキ商会
8 シルク温泉やまびこ シルク温泉やまびこ
9 全但バス 全但バス豊岡営業所
10 IZUMOチーム 出石モータース
11 市議会ウォーカーズ 豊岡市議会
12 たじまに生きるたじまを歩く JAたじま
13 きずなウッド ㈱ウッドプラン
14 歩きま商工会！ 豊岡市商工会
15 ひげくま　ペンちゃん 田中クリニック
16 草食美少女軍団 石井鞄工業㈱
17 スイスイ豊岡探訪隊 関西電力㈱豊岡総務グループ
18 豊岡郵便局　総務部 日本郵便㈱豊岡郵便局
19 田中屋食品 ㈱田中屋食品
20 食事券が欲しい！ 但馬信用金庫本店営業部

職場対抗“歩キング”選手権

①選抜！センターズ♡
　（１日平均27,276歩/人）
②たんぎんメタレンジャー
　（１日平均23,993歩/人）
③カネカソーラーテック
　（１日平均16,910歩/人）

① ②

③

　市では、歩くことによる健康づくりを“歩キング”
と名付けて推進しています。
　歩キング推進月間の10月、なかなか健康づくり
に時間を割けない働く世代を対象に｢第１回 職場
対抗“歩キング”選手権｣を開催しました。

《問合せ》健康増進課☎21-9095
《職場対抗“歩キング”選手権最終結果》

▼５人１組でチームをつくり、チーム全員の実施期
間内の歩数の合計を競いました。
▼参加者には、歩数計を貸与し、それを身に付けて
取り組みました。

▼職場の仲間と切磋琢磨！ 過ごす時間が長い職場
の仲間と一緒に取り組むことで、お互い刺激に
▼オフの時間より通勤や勤務中の工夫を！ 日々過
ごし方が変化するオフの時間より、過ごし方が
比較的安定している通勤や勤務時間を工夫する
ことで習慣化
▼職場で取り組むと、会話が増えたり、チームワー
クが強まるなど、職場内に変化が

働く世代で“歩キング”を実践する秘訣



9　 広報とよおか 2015（平成27）年12月号

開所日

　年末は、忘年会などで酒を飲む機会が増え、
気持ちが緩みやすくなります。また買い物や帰
省などの交通混雑で、い
つもより気持ちのいら立
ちが予想されます。 
　車やバイクだけでな
く、自転車や歩行者も交
通ルールを守り、お互い
への思いやりで、交通事
故を防止しましょう。

《問合せ》生活環境課☎21-9001
■車、バイクを運転する方
▽スピードを控えめにし、交差点では減速、徐行、
または一時停止して安全確認を行いましょう。

▽夕暮れ時は早めに前照灯を点灯しましょう。
▽車に乗るときは全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートを正しく着用しましょう。

■歩行者
▽道路を横断するときは｢止まる｣ ｢見る｣ ｢待つ｣
をしっかり守ってから渡りましょう。

▽夕暮れ時や夜間に外出するときは、明るい服
装と反射材を着用しましょう。

■自転車を利用する方
　自転車も車両です。自転車安全利用五則を守
り、自転車乗用中の事故防止と、自転車利用者
による危険・迷惑行為をやめましょう。

■飲酒運転の根絶
　飲酒運転は運転した人はもちろん、周囲の人
も厳しく罰せられます。飲酒運転による悲惨な
事故を防ぐためにも飲酒運転追放｢三ない運動｣
を実践しましょう。

実施期間　12月１日（火）～10日（木）
年末の交通事故防止運動を実施

自転車安全利用五則
①自転車は、車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
　▽飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　▽夜間はライトを点灯
　▽交差点での信号遵守と安全確認
⑤子どもはヘルメットを着用

飲酒運転追放｢三ない運動｣
①酒を飲んだら車を運転しない
②運転するときは酒を飲まない
③運転する人には酒を飲ませない

　『こども支援センター』が、12月から豊岡健康福
祉センターに移転します。あわせて、子育て家
庭支援業務（こども育成課家庭相談係）をこども
支援センター内に移します。
　このことで「不登校支援」「発達にかかわる支
援」「子育て家庭支援」の三つの機能がつながり
ます。｢支援の要らない子は一人もいない｣とい
う理念に沿って、一人一人の子どもの課題に寄
り添った支援を保護者と一緒に考えていきます。

不登校支援・発達にかかわる支援・子育て家庭支援を拡充します

12月からこども支援センターが移転リニューアル!!

　12月２日（水）
※12月１日（火）まで、事
務所移転のためこども
支援センターは休所

　豊岡健康福祉センター内

▼不登校支援　学校に行きたくても行けない子
どもを支援します。
▼発達にかかわる支援　子どもの発達に悩んで
いる方を支援します。
▼子育て家庭支援　子育ての悩みや心配事を一
緒に考えていきます。
≪カウンセリング≫

※電話・面接（要予約）相談ができます。
《問合せ》こども支援センター☎24-8303

豊岡市こども支援センター
（豊岡健康福祉センター3階）

相談内容 曜日 時間 相談者
通常相談 平　日 午前９時～午後５時 相談員・心理士
休日相談 第１土曜日 午前９時～正午 臨床心理士夜間相談 第４水曜日 午後６時～９時

相談できること

場　所
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住基カードを使用した
電子証明書の発行終了
　マイナンバー制度の開始に伴い、住
民基本台帳カードを使用した電子証
明書（公的個人認証）の発行を終了し
ます。

終了日時：12月22日（火）午後５時
※発行は終了しますが、現在住民基
本台帳カードに搭載されている電
子証明書は、有効期限または規定
の失効時まで利用できます。

　新しい公的個人認証サービス電子
証明書は、平成28年１月から交付が開
始される｢個人番号カード｣に格納さ
れます。個人番号カードの交付申込み
は当初に集中し、交付までに時間がか
かることが予想されます。そのため、
平成28年の確定申告時期に有効な電
子証明書をお持ちでない方は、個人番
号カードの申込みを行っても、交付が
確定申告時期に間に合わない恐れが
あります。
　平成28年の確定申告を電子証明書
で行う予定の方は、必ず電子証明書の
有効期限を確かめてください（住民基
本台帳カードの電子証明書の更新手

続きは有効期限の３カ月前か
ら申請できます）。
《問合せ》市民課☎21-9015

選挙権年齢が満18歳以上に引き下げ
　６月19日に選挙権年齢引下げに係る改正公職選挙法が公
布され、１年後の平成28年６月19日以降に公示される国政
選挙から適用されます。今のところ、来年７月に予定され
ている参議院議員通常選挙から適用される見込みです。
　選挙権年齢の引き下げが行われるのは昭和20年以来、70
年ぶりのことで、改正法適用後は年齢満18歳以上満20歳未
満の方が、新たに選挙に参加（投票）できることになります。

　これに先駆け、10月26日、県立豊岡高校の１・２年生約
400人を対象に、県選挙管理員会が｢選挙出前授業｣を行いま
した。授業では選挙の意義や選挙の仕組みなどを選管委員
や事務局職員が説明し、未来の有権者である生徒たちは真
剣な表情で聞き入っていました。

　近年、各種選挙の投票率は低下傾向にあります。今回の
法改正を一つのきっかけとし、地域や家庭などでも、身近
な暮らしや社会情勢について話すなど、政治や選挙に関心
を持つよう心掛け、選挙の際には、大切な一票を無駄にす
ることなく投じましょう。
　豊岡市における今後の選挙の予定は次の表のとおりです。

《問合せ》選挙管理委員会事務局☎23-5454

選挙実施時期（目安） 区分 任期満了日

平成28年７月 参議院議員 平成28年７月25日
平成29年４月 豊岡市長 平成29年４月30日
平成29年７月 兵庫県知事 平成29年７月31日
平成29年10月 豊岡市議会議員 平成29年10月31日
平成30年12月 衆議院議員 平成30年12月13日
平成31年４月 兵庫県議会議員 平成31年６月10日
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を
し
と
る
ぞ
。

そ
う
な
ん
だ
！　
大お

お
さ
か阪
の
お

ば
ち
ゃ
ん
ち
に
冬ふ

ゆ

休や
す

み
に
行い

く
け
ど
、
飛ひ

行こ
う

機き

で
行い

っ
て
み
た

い
な
ぁ
！

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 

豊と
よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！
⑧

タ
ー
ゲ
ッ
ト
70
っ
て
　
　

ナ
ナ
マ
ル

新
生
き
も
の
イ
キ
イ
キ
観
察
記
③

　
〜
シ
ロ
テ
ン
グ
タ
ケ（
白
天
狗
茸
）〜

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
豊
岡
市
生

物
多
様
性
地
域
戦
略
の「
身
近
な

生
き
も
の
を『
ま
ず
は
知
る
』作

戦
！
」と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　
☎
21

9
0
1
7

　

豊
岡
の
里
山
で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
キ
ノ
コ
を
見
掛
け
ま
す
。

　

シ
ロ
テ
ン
グ
タ
ケ
は
、
傘
の
直

径
が
10
㎝
を
超
え
る
大
き
な
キ
ノ

コ
で
す
。
外
見
は
ほ
ぼ
真
っ
白
で
、

傘
に
は
薄
茶
色
の
ツ
ボ
の
破
片
が

付
い
て
い
て
、
傘
の
周
り
に
は
つ

ら
ら
の
よ
う
に
見
え
る
ツ
バ
の
破

片
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。
こ
の
キ
ノ

コ
を
見
る
と
、
不
気
味
な
感
じ
が

し
て
、
な
ん
と
な
く
幽
霊
を
思
い

出
し
ま
す
。

　

テ
ン
グ
タ
ケ
科
に
属
し
て
お
り
、

死
に
至
る
猛
毒
菌
を
持
つ
キ
ノ
コ

の
仲
間
で
、
激
し
い
下
痢
や
幻
覚

な
ど
の
中
毒
を
起
こ
す
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
25
年
ほ
ど

前
の
図
鑑
で
は「
可
食
」と
な
っ
て

い
て
、
驚
い
た
こ
と
に
、
料
理
法

を
紹
介
し「
量
は
控
え
る
こ
と
」と

記
載
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

キ
ノ
コ
は
ま
だ
ま
だ
謎
が
多
い
生

き
も
の
で
、
そ
こ
が
面
白
い
ポ
イ

ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

　

夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け
て
、

雑
木
林
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ノ

コ
を
普
通
に
見
掛
け
ま
す
が
、
シ

ロ
テ
ン
グ
タ
ケ
を
は
じ
め
、
野
生

キ
ノ
コ
を
採
っ
て
食
べ
る
こ
と
は

非
常
に
危
険
で
す
。
目
で
見
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
・
文　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ウ
ノ

ト
リ
市
民
研
究
所　

稲
葉
一
明
）

シロテングタケ

ᨩ

ㇱ૏ߩࠦࡁࠠ

஺

ࡃ࠷

ࡏ࠷

ツボの破片

ツバの破片
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税
制
改
正
に
よ
り
、
市
県
民
税

に
適
用
さ
れ
る
改
正
点
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
税
務
課

　

☎
21

－

9
0
4
5

■
公
的
年
金
か
ら
の
仮
徴
収
税
額

の
平
準
化

　

年
間
の
徴
収
税
額
の
平
準
化
を

図
る
た
め
、仮
特
別
徴
収
税
額（
仮

徴
収
税
額
）を「
前
年
度
分
の
公
的

年
金
に
係
る
所
得
割
額
と
均
等
割

額
の
合
算
額（
年
税
額
）の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
と
す
る
」こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、現
行
で
は
賦
課
期
日（
１

月
１
日
）後
に
市
外
に
転
出
し
た

場
合
や
特
別
徴
収
税
額
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
、
特
別
徴
収
は
中
止

さ
れ
普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま

す
が
、
改
正
後
は
転
出
や
税
額
変

更
が
あ
っ
た
場
合
も
、
一
定
の
要

件
の
下
、
特
別
徴
収
を
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
10
月
以
降
に
実
施
す

る
特
別
徴
収
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。

　

本
改
正
は
、
仮
特
別
徴
収
税
額

（
仮
徴
収
税
額
）の
算
定
方
法
の
見

直
し
で
あ
り
、
年
税
額
の
増
減
を

生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
控
除
限
度
額

が
引
上
げ

　

市
県
民
税
の
特
例
控
除
額
の
上

限
額
が
、
所
得
割
額
の
２
割
に
拡

充
さ
れ
ま
す（
平
成
27
年
１
月
以

降
の
寄
付
）。

■
ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
制
度
が
創
設

　

所
得
税
の
軽
減
相
当
額
も
含
め

て
、
翌
年
度
の
市
県
民
税
か
ら
ま

と
め
て
寄
付
金
控
除
を
受
け
ら
れ

る
仕
組
み「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

▽
対
象
者　

都
道
府
県
・
市
区
町

村
に
寄
付
を
す
る
確
定
申
告
が

不
要
な
給
与
所
得
者
ら

▽
方
法　

寄
付
の
際
、
ふ
る
さ
と

納
税
先
団
体
に
特
例
の
申
請

▽
そ
の
他　

平
成
27
年
４
月
以
降

の「
ふ
る
さ
と
納
税
」が
対
象
。

寄
付
先
の
団
体
数
が
５
団
体
以

内
の
場
合
で
確
定
申
告（
市
県

民
税
申
告
を
含
む
）を
行
わ
な

い
場
合
に
限
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
総
務
省
納
税
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度  

個
人
市
県
民
税
の
主
な
改
正
点

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
の
見
直
し

　

e
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

は
、
地
方
税
の

手
続
き
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
電
子
的
に
行

う
シ
ス
テ
ム
で

す
。

▼
豊
岡
市
で
利
用
で
き
る
手
続
き

▽
個
人
市
県
民
税（
給
与
支
払
報

告
書
や
給
与
所
得
者
異
動
届
出

書
な
ど
）

▽
法
人
市
民
税（
申
告
書
や
設
立

届
な
ど
）

▽
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
申
告
）

▼
そ
の
他　

サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で

す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.eltax.jp/

《
問
合
せ
》
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
0
5
7
0

－

0
8
1
4
5
9

▼
日
時　

12
月
７
日（
月
）午
後
２

時
〜
４
時

▼
場
所　

じ
ば
さ
んT

A
JIM
A

３
階（
大
磯
町
）

▼
内
容　

白
色
申
告
者
に
係
る
記

帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
、
青

色
申
告
決
算
書
・
収
支
内
訳
書

の
作
成
方
法
等
を
説
明
▽
筆
記

用
具
と
電
卓
等
計
算
用
具
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
▽
個
別
の
申

告
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
税
務
署
個
人
課

税
第
１
部
門
☎
22

－

2
1
4
4

　

個
人
の
白
色
申
告
者
で
事
業
や

不
動
産
貸
付
等
を
行
う
全
て
の
方

は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
と

帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

※
所
得
税
と
復
興
特
別
所
得
税
の

申
告
の
必
要
が
な
い
方
も
対
象

で
す
。詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
税
務
署
個
人
課

税
第
１
部
門
☎
22

－

2
1
4
4

　

県
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
導

入
し
て
い
る「
県
民
緑
税
」（
県
民

税
均
等
割
の
超
過
課
税
）の
実
施

期
間
を
平
成
32
年
度
ま
で
５
年
間

延
長
し
ま
す
。

▼
税
率　

個
人
8
0
0
円
、
法
人

２
千
円
〜
８
万
円（
年
額
）

▼
活
用
事
業　

災
害
に
強
い
森
づ

く
り
▽
県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事

業
《
問
合
せ
》
県
税
務
課

　
☎
0
7
8

－

3
6
2

－

3
0
8
6

継続者
仮徴収 本徴収

４月 ６月 ８月 10月 12月 翌年2月
現行 前年度の２月に徴収された額と同じ額 年税額から仮徴収額を差し引いた額の

３分の１ずつ改正 前年度の年税額の６分の１ずつ

新規
普通徴収 年金特徴

６月 ８月 10月 12月 翌年2月
税額 年税額の４分１ずつ 年税額の６分の１ずつ

《公的年金からの特別徴収税額の計算方法（年金特徴継続者）》

《参考：新規65歳到達者など年金特徴開始初年度の特別徴収税額の計算方法》

地
方
税
の
申
告
は

　
　
　
　
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
！

決
算
説
明
会
の
開
催

白
色
申
告
の
方
へ

県
民
緑
税
の
実
施
期
間
延
長
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固
定
資
産
税

は
、
毎
年
１
月

１
日
に
、
土

地
・
建
物
・
償

却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
方

が
、
そ
の
所
在

す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で

す
。
平
成
27
年
中
に
次
の
よ
う
な

異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
土
地
・
建
物

①
土
地
の
利
用
状
況
の
変
更

（
例
）農
地
を
埋
め
立
て
て
駐
車
場

や
資
材
置
き
場
に
し
た
。　

②
建
物
の
新
増
築
、
取
り
壊
し

③
建
物
の
用
途
変
更

（
例
）専
用
住
宅
を
工
場
・
事
務
所

に
変
更
し
た
。

④
登
記
を
し
て
い
な
い
建
物
の
所

有
者
の
変
更（
売
買
・
相
続
な

ど
）

⑤
今
年
４
月
に
送
付
し
た「
課
税

明
細
書
」の
内
容
の
変
更
な
ど

※
登
記
済
の
物
件
は
申
告
不
要

▼
償
却
資
産

　

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
所
有
者

と
し
て
資
産
登
録
の
あ
る
方
に

は
、
12
月
上
旬
に
平
成
28
年
度
申

告
書
を
送
付
し
ま
す
。
平
成
28
年

１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
所
有
状

況（
機
械
・
備
品
な
ど
の
購
入
ま

た
は
廃
棄
、
事
業
の
廃
業
な
ど
）

を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
資
産
の
異
動
が
な
い
場

合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

※（
社
）地
方
税
電
子
化
協
議
会
が

運
営
す
る
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム（
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）を
利
用

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

電
子
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。詳
し
い
内
容
や
手
続
き
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
税
務
課

☎
21

－

9
0
4
6
ま
た
は
各
振

興
局
市
民
福
祉
課

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

異
動
申
告
は
１
月
15
日（
金
）ま
で
に
！

Ｑ
　
償
却
資
産
と
は
何
で
す
か
？

Ａ　

会
社
や
個
人
が
事
業
を
営
む

た
め
に
所
有
し
て
い
る
機
械
・

器
具
・
備
品
な
ど
の
事
業
用
資

産
で
す
。
土
地
・
建
物
と
同
じ

く
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で

す
。

Ｑ
　
申
告
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
す
か
？

Ａ　

市
内
に
償
却

資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、

地
方
税
法
に
基

づ
き
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
ど
ん
な
資
産
が
申
告
の
対
象

で
す
か
？

Ａ　

原
則
と
し

て
、
決
算
時
に

減
価
償
却
資
産

と
し
て
計
上
す
る
も
の
は
、
全

て
償
却
資
産
の
申
告
対
象
で

す
。
た
だ
し
、
建
物
と
し
て
固

定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
も
の

や
車
両
の
う
ち
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
も
の

は
申
告
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

Ｑ
　
新
規
開
業
し
ま
し
た
が
申
告

は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？

Ａ　

平
成
27
年
中
に
事
業
を
始
め

た
方
に
は
、
市
か
ら「
申
告
書
」

を
送
付
し
ま
す
。
申
告
書
が
届

い
て
い
な
い
場
合
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

知
っ
て
納
得
！

　

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の

Ｑ
＆
Ａ
！

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施

し
て
い
な
い
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

特
別
徴
収
と
は
、
従
業
員
の
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引
き

し
、
事
業
主
が
従
業
員
に
代
わ
っ

て
、
毎
月
、
市
町
に
納
入
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

◆
こ
の
制
度
は
、
地
方
税
法
お
よ

び
各
市
町
の
条
例
の
規
定
で
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
行
う
全

て
の
事
業
主（
給
与
支
払
者
）に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
が
不
要
な
ケ
ー
ス
は

法
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
事

業
主
の
希
望
に
応
じ
て
決
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト

①
毎
月
の
給
与
天
引
き（
年
12
回

払
い
）に
な
る
の
で
、
年
４
回

納
め
る
普
通
徴
収
に
比
べ
、
１

回
当
た
り
の
納
税
額
が
少
な
く

て
済
む
。

②
直
接
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く

手
間
が
な
く
な
る
。

③
納
付
忘
れ
を
防
げ
る
。

《
問
合
せ
》
税
務
課

　

☎
21

－

9
0
4
5
ま
た
は
県
税

事
務
所
課
税
第
１
課

　

☎
26

－

3
6
2
7

　県と県内全ての市町は連
携して、個人住民税の特別
徴収を推進しています。

特別徴収の方法による納税の仕組み
市役所･町役場 事業所 給与所得者

①給与支払報告書の提出
　（１月31日まで）

③特別徴収税額の通知
　（５月31日まで）

⑥税額の納入
　（翌月10日まで）

④特別徴収税額の通知
　（５月31日まで）

⑤給与の支払いの際、
税額を徴収
　（６月から翌年５月
まで毎月）

②税額の計算

目

特

１

指

別

０

そ

徴

０

う

収

％

！

実 施
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おわびと訂正　11月号12ページの｢児童虐待防止月間｣中、こども育成課の電話番号が間違っていました。正しくは☎21-9003です。訂正しおわびします。

日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

第132回サロンコンサート
　稲継亜希子さんによるエレクトーンの演奏。曲目は｢ウィンター
ゲームス｣｢戦場のメリークリスマス｣ほか

12/23㊌㊗
12：30～

◆サロンコンサートの出
演者を募集中

新春サロンコンサート「新年を寿ぐ仕舞と謡曲」
　城崎松声会出演による仕舞：｢岩船キリ｣、謡曲：｢田

た
道
じ
間
ま
守
もり
｣、仕舞：

｢高砂キリ｣

１/16㊏
12：30～

サロンde読みしばい
　豊岡市民プラザ読みしばいプロジェクトによる読みしばい。内容
は｢ねずみのすもう｣｢そばがらじさまとまめじさま｣｢しょうとのお
にたいじ｣

１/17㊐
12：30～

優秀映画鑑賞推進事業／プラザ シネマ・シネマ
　文化庁と東京国立近代美術館フィルムセンター提供による、日本
映画史に残る名作映画鑑賞会。上映作品は①｢西遊記｣②｢太陽の王
子　ホルスの大冒険｣③｢長靴をはいた猫｣④｢銀河鉄道の夜｣昭和の
アニメ４作

１/16㊏
①10：30～
②13：30～
１/17㊐
③10：30～
④13：30～

￥１作品500円、２作品
またはペア券800円、高
校生以下300円

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　 F 32-3898　Ｍ info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名／内容 日にち 備考

白井剛×中川賢一×堀井哲史　東京文化会館　新作公演｢ON-
MYAKU 2016－see/do/be tone－｣試演会＆トーク
　各分野の第一線で活躍する白井剛（ダンサー）、中川賢一（ピア
ニスト）、堀井哲史（映像クリエーター）の３人のコラボレーショ
ンで、来年１月に東京文化会館で上演される新作舞台の試演会
とトークショー

12/27㊐ 申①代表者氏名②人数③連
絡先を連絡
◆一時保育＝12/18㊎までに
電話

催
し

第
２
回
乗
っ
て
帰
ろ
う
デ
ー
＆

豊
岡
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造

日
12
月
9
日
㊌
①
午
後
6
時
〜
7

時
30
分
②
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

所
市
役
所
市
民
広
場・
食
堂
、豊
岡

稽
古
堂
￥
前
売
券
千
円（
2
0
0

円
券
5
枚
）※
当
日
券
は
な
し
◆

前
売
券
＝
11
月
30
日
㊊
〜
12
月
8

日
㊋
に
サ
ン
ス
ト
館
、
都
市
整
備

課
、
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
で
販
売

（
①
②
と
も
1
5
0
セ
ッ
ト
）他
前

売
券
は
電
話
予
約
可（
12
月
4
日

12月４日から10日は｢人権週間｣です
　平成27年度啓発活動重点目標｢みんなで築こう 人権の
世紀 考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心｣
　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の
開催決定を受け、日本の人権状況に対する国際的な関心が
高まっています。世界人権宣言の意義や人権に対する理
解を深める取組みを進めていきましょう。
　人権擁護委員による人権相談を行っています（24ペー
ジ参照）。
　神戸地方法務局豊岡支局では毎週㊋㊍９：00～16：00
問生涯学習課☎23-0341または神戸地方法務局豊岡支局
☎23-0417



（表紙写真）
豊岡病院祭
　10月24日、公立豊岡病院（戸牧）で、
第３回豊岡病院祭が開催され、約
1,500人の市民らが病院を訪れました。
　来場者は血管年齢計測や沐

もく

浴
よく

、腹
腔鏡などを体験。調剤体験では薬に
見立てた菓子を使って、子どもたち
が真剣な表情で薬の重さや量を計っ
ていました。
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㊎
ま
で
）▽
タ
ン
ブ
ラ
ー
持
参
で

地
ビ
ー
ル
1
杯
無
料
▽
チ
ケ
ッ
ト

上
部
の
入
場
券
を
提
示
す
れ
ば
現

金
で
も
商
品
購
入
可
▽
公
共
交
通

機
関
利
用
者
に
は
抽
選
で
景
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
問
都
市
整
備
課
☎
23
–

1
7
1
2
ま
た
は
エ
コ
バ
レ
ー
推

進
課
☎
23
–
4
4
8
0

あ
い
う
え
お

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

日
12
月
13
日
㊐
午
後
6
時
〜
9

時
所
あ
い
う
え
お
事
務
所（
昭
和

町
）内
持
ち
寄
り
パ
ー
テ
ィ
ー
形

式
持
1
品
も
し
く
は
飲
み
物
問
に

ほ
ん
ご
豊
岡
あ
い
う
え
お
☎
20
–

4
0
3
7

お
も
し
ろ
た
の
し　

み
え
こ
ど

も
園　

保
育
説
明
会

日
11
月
28
日
㊏
午
前
10
時
〜
11
時

所
お
も
し
ろ
た
の
し　

み
え
こ
ど

も
園（
鎌
田
）内
園
の
概
要
・
保
育

の
説
明
他
12
月
10
日
㊍
ま
で
園
内

見
学
会
開
催（
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時
）問
お
も
し
ろ
た
の
し

み
え
こ
ど
も
園
☎
24
–
0
4
6
2

手
作
り
ケ
ー
キ
で

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！

日
12
月
11
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
豊
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー
3
階
調

理
室（
三
坂
町
）対
3
・
4
歳
児
と

そ
の
保
護
者
定
9
組
￥
5
0
0
円

申
11
月
30
日
㊊
〜
12
月
7
日
㊊
に

問
に
電
話
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス

保
育
園
☎
29
–
3
9
0
0

豊
岡
市
少
年
少
女
音
楽
隊

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
12
月
23
日
㊌
㊗
午
後
2
時
30
分

〜
所
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡（
加
広

町
）内
合
唱
、
吹
奏
楽
、
弦
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
、
合
同
演
奏
問
豊
岡

市
少
年
少
女
音
楽
隊
事
務
局
・
磯

さ
ん
☎
22
–
6
8
8
6

フ
ェ
ス
タ
は
ば
た
け
シ
ッ
ク
ス
ス

６
th

日
12
月
6
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
っ
と

ス
テ
ー
ジ
内
松
尾
貴
臣
ラ
イ
ブ
▽

和
太
鼓
演
奏
▽
フ
ラ
ダ
ン
ス
▽
ア

ー
ト
展
▽
カ
フ
ェ
▽
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト
▽
お
茶
席
▽
音
楽
遊
び
な
ど

問
豊
岡
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
☎

24
–
3
6
6
0募

集

屋
根
の
雪
下
ろ
し

対
応
可
能
事
業
者

　

市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
重
度
の
障
害
者
な
ど
、
自
力

で
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
困
難
な
方

が
、
積
雪
時
に
屋
根
の
雪
下
ろ
し

を
業
者
に
依
頼
し
や
す
い
よ
う
、

雪
下
ろ
し
の
で
き
る
事
業
者
を
把

握
し
、
市
民
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

　

雪
下
ろ
し
に
対
応
で
き
る
事
業

者
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
高
年
介
護
課
☎
29
–
0
0
5
5

県
立
豊
岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校

幼
稚
部
入
学
幼
児

対
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
3
〜
5
歳

の
幼
児（
平
成
28
年
4
月
1
日
現

在
）定
若
干
名
申
平
成
28
年
1
月

12
日
㊋
〜
22
日
㊎
に
必
要
書
類
を

問
に
提
出
他
入
学
選
考
会
は
平
成

28
年
2
月
2
日
㊋
午
後
1
時
30
分

〜
▽
出
願
を
希
望
す
る
方
は
、
必

ず
事
前
に
問
い
合
わ
せ
問
県
立
豊

岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校
教
育
相
談

係
☎
22
–
2
1
1
4

学
校
給
食
用
食
材
等

見
積
指
名
事
業
者

対
平
成
28
・
29
年
度
に
学
校
給
食

用
食
材
の
納
入
を
希
望
す
る
法
人

お
よ
び
個
人
申
12
月
22
日
㊋
〜
平

成
28
年
1
月
8
日
㊎
に
豊
岡
・
日

高
・
出
石
の
各
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
書
類
を
問
に
提
出
問
豊

岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎
23
–

0
3
4
5

障害者（児）クリスマス会参加者・ボランティア募集
対それぞれの地域在住または施設に通所する心身障害者（児）とそ
の保護者・ボランティア￥100円（竹野地区のみ500円）

日時 場所 申込期限 申込み・問合せ
12月19日㊏
13：30～16：00

じばさん
TAJIMA 12月９日㊌ 豊岡市社会福祉協議会豊岡地区センター☎23-2573

12月19日㊏
10：00～13：30

竹野健康福祉
センター 12月10日㊍ 竹野地区センター☎47-1423

12月13日㊐
13：30～15：30

日高健康福祉
センター 12月11日㊎ 日高地区センター☎42-0100

12月13日㊐
13：30～16：00

但東健康福祉
センター 12月11日㊎ 但東地区センター☎54-0181



『
冬
休
み
短
期
水
泳
教
室
』参加

者

冬
休
み
短
期
水
泳
教
室

日
12
月
25
日
㊎
〜
28
日
㊊
の
4
日

間
午
前
9
時
〜
10
時
対
3
歳
〜
小

学
6
年
生
定
20
人
￥
4
5
0
0
円

1
カ
月
お
た
め
し
体
験

日
12
月
1
日
㊋
〜
27
日
㊐
の
う
ち

の
4
回
￥
子
ど
も
4
5
0
0
円
、

大
人
5
千
円
他
対
象
ク
ラ
ス
、
時

間
は
問
い
合
わ
せ【
共
通
事
項
】所

出
石
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
他
短

期
教
室
と
ス
ク
ー
ル
同
時
入
会
の

場
合
は
特
典
あ
り
申
問
出
石
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
52

5
5
1
1

日
高
地
域
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者

日
12
月
20
日
㊐
午
前
9
時
〜
所
日

高
文
化
体
育
館
◆
種
目
＝
4
人
制

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
男
女
混

合
1
チ
ー
ム
8
人
以
内
）※
女
子

が
常
時
2
人
以
上
出
場
の
こ
と
対

市
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
中
学

生
以
上
定
20
チ
ー
ム
￥
1
チ
ー
ム

千
円
申
12
月
8
日
㊋
ま
で
に
問
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
他
抽
選
は

12
月
16
日
㊌
午
後
7
時
30
分
〜
問

日
高
町
体
育
協
会（
植
村
直
己
記

念
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
）水
曜
日
定

休
日
☎
Ｆ
44

0
4
4
0

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
お
ず
き

職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
相
談
支
援

員（
正
規
職
員
）・
1
人
対
精
神
保

健
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
保
健

師
、
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格

取
得
者
※
見
込
み
可
◆
試
験
日
＝

応
募
者
に
後
日
通
知
◆
採
用
予
定

日
＝
平
成
28
年
4
月
1
日
申
平
成

28
年
1
月
8
日
㊎
ま
で
に
必
要
書

類
を
問
に
提
出
問
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ほ
お
ず
き
☎
29

1
7
1
7

み
か
た
の
森
こ
ど
も
園
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
非
常
勤
保

育
教
諭
・
若
干
名
対
保
育
士
資
格

と
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

※
見
込
み
可
◆
採
用
予
定
日
＝
平

成
28
年
4
月
1
日
◆
選
考
日
＝
平

成
28
年
1
月
31
日
㊐
申
平
成
28
年

1
月
20
日
㊌
ま
で
に
必
要
書
類
を

問
に
提
出
問
み
か
た
の
森
こ
ど
も

園
☎
44

0
6
1
0

講
座
・
教
室

も
の
づ
く
り
企
業・技
術
者
向
け

『
第
９
回
技
術
セ
ミ
ナ
ー
in
但
馬
』

日
12
月
8
日
㊋
午
後
1
時
〜
4
時

20
分
所
県
立
但
馬
技
術
大
学
校

（
九
日
市
上
町
）内
特
別
講
演「
超

微
細
粒
組
織
を
持
つ
高
強
度
精
密

ね
じ
の
量
産
化
を
世
界
で
初
め
て

実
現
〜
C
O
2
排
出
量
50
％
削
減

〜
」県
立
大
学
教
授
・
鳥
塚
史
郎

さ
ん
▽
技
術
シ
ー
ズ
紹
介
▽
事
例

紹
介「
我
が
社
の
経
営
戦
略
〜
国

内
と
海
外
の
二
正
面
作
戦
2
・
0

〜
」㈱
東
豊
精
工　

代
表
取
締
役

社
長
・
岡
本
慎
二
さ
ん
申
12
月
7

日
㊊
ま
で
に
問
に
電
話
問
エ
コ
バ

レ
ー
推
進
課
☎
21

9
0
2
4

豊
岡
市
民
ス
キ
ー
教
室

日
平
成
28
年
1
月
4
日
㊊
所
万
場

ス
キ
ー
場
※
集
合
は
、
じ
ば
さ

んT
A
JIM
A

に
午
前
8
時
内
小
・

中
学
生
コ
ー
ス
：
初
級
〜
中
級
▽

一
般
・
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
：
初
級
〜

上
級（
ク
ラ
ス
別
）￥
3
千
円（
小
・

中
学
生
は
2
千
円
）※
リ
フ
ト
券

代
、
ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル
代
は
別
途

必
要
申
12
月
20
日
㊐
ま
で
に
ア
ク

テ
ィ
、全
但
ス
ポ
ー
ツ
、オ
カ
ダ
ス

ポ
ー
ツ
、
マ
ル
マ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
に

あ
る
申
込
用
紙
を
提
出
他
雪
不
足

で
の
中
止
決
定
は
1
月
2
日
㊏
問

豊
岡
ス
キ
ー
協
会
・
今
井
さ
ん
☎

0
8
0

1
5
0
3

7
7
0
9

試
験

平
成
27
年
度

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
平
成
28
年
2
月
7
日
㊐
所
県
立

但
馬
技
術
大
学
校（
九
日
市
上
町
）

◆
試
験
の
種
類
＝
甲
種
、
乙
種
全

類
、
丙
種
申
消
防
本
部
、
各
分
署
、

出
張
所
、
お
よ
び
駐
在
所
に
あ
る

申
込
用
紙
を
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
兵
庫
県
支
部
に
郵
送（
12
月

4
日
㊎
〜
16
日
㊌
）ま
た
は
同
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

）か
ら

手
続
き（
12
月
1
日
㊋
〜
13
日
㊐
）

市交際費を公開します
（平成27年４月～９月）
区分 金額（円）

御祝（祝金） 110,000

御祝（清酒等） 72,937

御供（香典等） 70,000

御供（供花） 80,600

会費・負担金 217,900

贈答・土産物 66,159

大会等｢市長賞｣ 59,500

市政PRグッズ 169,785

合計額 846,881
※詳細は、市役所で閲覧でき
　ます。市ホームページにも
　掲載しています。
問秘書広報課☎23-1114
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養
成
講
習
会

日
平
成
28
年
1
月
22
日
㊎
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
所
じ
ば
さ
ん

T
A
JIM
A

（
大
磯
町
）内
乙
種
第

4
類
￥
6
9
6
0
円（
希
望
者
の

み
テ
キ
ス
ト
代
4
3
4
0
円
別
途

必
要
）問
消
防
本
部
予
防
課
☎
24

1
1
1
9

相
談

消
費
生
活
休
日
無
料
相
談
会

日
12
月
13
日
㊐
午
前
10
時
〜
正

午
※
予
約
制
所
豊
岡
職
員
福
利

セ
ン
タ
ー
会
議
室（
幸
町
）内
借

金
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
消
費
生
活
の
相
談
申
問

但
馬
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
23

1
4
9
0

行
政
書
士
に
よ
る

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
12
月
19
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
じ
ば
さ
んT

A
JIM
A

（
大

磯
町
）内
遺
言
・
相
続
の
相
談
申

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

司
法
書
士
に
よ
る

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
12
月
19
日
㊏
午
後
1
時
〜
8
時

※
予
約
制
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
練

習
室
B
内
相
続
・
登
記
・
多
重
債

務
・
消
費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の

相
談
申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但

馬
支
部
☎
23

8
0
1
1

そ
の
他

児
童
扶
養
手
当
を
振
込
み
ま
す

内
8
〜
11
月
分
手
当
◆
振
込
み
日

＝
12
月
15
日
㊋
問
社
会
福
祉
課
☎

24

7
0
3
1

植
村
直
己
冒
険
館
臨
時
休
館

　

館
内
収
蔵
品
を
有
害
害
虫
か
ら

保
護
す
る
た
め
の
燻く
ん

蒸じ
ょ
う（
消
毒
）作

業
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
臨
時
休

館
し
ま
す
。
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
臨
時
休
館
日
＝
12
月
15
日
㊋
、

17
日
㊍
、
18
日
㊎（
16
日
㊌
は
休

館
日
）※
12
月
19
日
㊏
か
ら
通
常

ど
お
り
午
前
9
時
か
ら
開
館
問
植

村
直
己
冒
険
館
☎
44

1
5
1
5

人
権
擁
護
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

中
澤
慈じ

運う
ん

さ
ん（
日
高
地
域
）が
、

10
月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
3
年
で
、
他
の
15
人
の

委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
人
権
問

題（
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
）の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
☎
23

0
3
4
1

豊
岡
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

は
利
用
し
ま
し
た
か
？

　

豊
岡
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
利
用
期
限
は
12
月
31
日
㊍
で
す
。

期
限
後
の
利
用
や
換
金
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
早
め
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

利
用
可
能
店
舗
は
豊
岡
商
工
会

議
所
、
豊
岡
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

問
豊
岡
商
工
会
議
所
☎
22

4 

4
5
6
ま
た
は
豊
岡
市
商
工
会
☎

42

4
7
5
1

都
市
計
画
案
の
縦
覧

日
12
月
8
日
㊋
〜
22
日
㊋（
㊏
㊐

は
除
く
）所
都
市
整
備
課（
本
庁
舎

5
階
）ま
た
は
県
都
市
計
画
課
※

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
内

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
お

よ
び
保
全
の
方
針（
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）の
変
更
に

つ
い
て
の
都
市
計
画
案
の
縦
覧
他

意
見
の
あ
る
方
は
、
知
事
宛
て
に

意
見
書
の
提
出
可
問
県
都
市
計
画

課（
〒
6
5
0

8
5
6
7
、
神

戸
市
中
央
区
下
山
手
通
5

10

1
）☎
0
7
8

3
6
2

3
5
7
8

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22

6
1
1
1

 12月の納税
①固定資産税　第３期
②国民健康保険税（普通徴収）　第６期
納期限　12月25日（金）
納税は便利な口座振替を利用してく
ださい
問税務課☎23-1118または各振興局
市民福祉課
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月日 担当医師・
住所

12月

13日 赤松　亮
（九日市下町）

20日 中沢　洋
（出石町本町）

※診療時間は、午前９時～午
後５時



▽
石
田
和
正（
出
石
町
馬
場
）

▽
深
田
崇
子（
出
石
町
桐
野
）

▽
水
島
五
美（
出
石
町
福
見
）

▽
川
原
田
堅
一（
出
石
町
鍛
冶
屋
）

▽
多
田
利
子（
出
石
町
丸
中
）

▽
栁
澤
安
喜
夫（
出
石
町
宮
内
）

第
48
回
兵
庫
県
青
少
年
補
導

委
員
大
会

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
知
事
賞

▽
西
原
春
子（
九
日
市
下
町
）

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
連
合

会
会
長
感
謝

▽
安
積
浩
典（
日
高
町
庄
境
）

▽
稲
垣
敏
宏（
出
石
町
川
原
）

▽
岡　

為た
め

之ゆ
き（
九
日
市
下
町
）

▽
西
垣
富
夫（
野
上
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
近
畿
地
区
予
選
会

○
男
子
砲
丸
投
げ（
6
月
19
日
、

和
歌
山
県
）

■
5
位

▽
榧か
や

垣が
き

翔
太（
豊
岡
高
校
3
年
）

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

○
1
年
男
子
や
り
投
げ（
8
月
20

　
日
、
神
戸
市
）

■
優
勝

▽
出
口
敦あ
つ

也や（
豊
岡
高
校
1
年
）

近
畿
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会

○
1
年
男
子
や
り
投
げ（
9
月
22

　
日
、
神
戸
市
）

■
3
位

▽
出
口
敦
也

第
70
回
国
民
体
育
大
会

○
な
ぎ
な
た（
9
月
27
〜
29
日
、

和
歌
山
県
）

■
少
年
女
子　

演
技
3
位

▽
久
保
田　

瞳（
近
畿
大
学
附
属

　
豊
岡
高
校
3
年
）

■
成
年
女
子　

演
技
3
位

▽
浅
沼
友
貴（
出
石
町
福
住
）

▽
大
友
希
美（
日
高
町
栃
本
）

■
成
年
女
子　

団
体
戦
6
位

▽
浅
沼
友
貴

▽
大
友
希
美

▽
富
士
本
珠
美（
日
高
町
水
上
）

第
46
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大

会○
兵
庫
県
予
選（
10
月
11
〜
12
日
、

神
戸
市
）

■
優
勝

▽
藤
本
巧
太（
育
英
高
校
2
年
、

日
高
町
鶴
岡
出
身
）

　
12
月
23
〜
29
日
に
東
京
都
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会「
ウ
ィ
ン
タ
ー

カッ
プ
2
0
1
5
」に
出
場
し
ま
す
。

秋
の
叙
勲

■
旭
日
双
光
章

▽
岡　

滿
夫（
河
谷
）

▽
小
田　

尚ひ
さ
し（
元
町
）

■
瑞
宝
双
光
章

▽
大
江
文
隆（
日
高
町
荒
川
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
石
橋
容
子（
瀬
戸
）

▽
井
上
俊
宏（
城
崎
町
湯
島
）

▽
山
口　

進（
出
石
町
八
木
）

第
25
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
瑞
宝
単
光
章

▽
藤
本
健
治（
下
鶴
井
）

秋
の
褒
章

■
黄
綬
褒
章

▽
古
川
五
夫（
日
高
町
江
原
）

■
藍
綬
褒
章

▽
柴
田
紀
代
美（
千
代
田
町
）

法
務
大
臣
感
謝
状

▽
木
下　

護（
日
高
町
芝
）

兵
庫
県
自
治
賞

■
女
性
・
消
費
生
活
功
労

▽
出い
ず

田た

悦
子（
三
坂
町
）

兵
庫
県
知
事
表
彰（
消
防
功
労
）

■
功
労
賞

▽
東　

均（
竹
野
町
竹
野
）

■
永
年
勤
続
功
労
賞

▽
山
下
英
明（
城
南
町
）

▽
松
下
達
雄（
庄
境
）

▽
森
脇
浩
一（
今
森
）

▽
神
谷
俊
彰（
城
崎
町
湯
島
）

▽
毛
戸　

勝（
城
崎
町
桃
島
）

▽
松
岡
喜
久
雄（
竹
野
町
椒
）

▽
朝
倉
裕ひ
ろ

登と（
日
高
町
岩
中
）

▽
福
田
好
道（
日
高
町
岩
中
）

▽
西
村
文
紀（
日
高
町
山
田
）

▽
加
芝
幸ゆ
き

由よ
し（
出
石
町
嶋
）

▽
廣
瀨　

進（
出
石
町
福
住
）

▽
松
岡
英え
い

治じ（
但
東
町
日
殿
）

▽
近
本
昌
博（
但
東
町
三
原
）

第
64
回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大

会
知
事
表
彰

■
社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労
者
表
彰

▽
林　

教の
り

子こ（
日
高
町
上
石
）

■
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
表
彰

▽
正
木　

徹（
日
高
町
上
郷
）

▽
村
尾
輝て
る

士し（
大
篠
岡
）

▽
宮
田
勝
芳（
江
本
）

▽
井
上
喜
正（
京
町
）

▽
岡
﨑
直
美（
福
田
）

▽
北
田
健
三（
日
高
町
鶴
岡
）

▽
古こ

保ぼ

初
代（
竹
野
町
松
本
）

▽
松
原
幸ゆ
き

子こ（
日
高
町
山
宮
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す
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年末年始の市の業務
 月日
業務　　　

28 
（月）

29
（火）

30
（水）

31
（木）

１/１
（金・祝）

２
（土）

３
（日）

４
（月） 問合せ

一 般 業 務 ○ × ○ 本庁・各振興局各課

戸籍・住民票・
印 鑑 証 明
書 な ど

○

×
・戸籍（出生・死亡・婚姻・離婚など）の届出のみ受付
・住民票の写しや印鑑登録証明書などは、開庁日の執
務時間内に電話で予約された場合に限り交付します。
 〔本庁舎・各地域の庁舎の宿直室〕

○
市民課
☎21-9015

各振興局市民福祉課

図 書 館 × 図書館本館
☎23-6151  各分館

本 庁 北
駐 車 場 ○ 総務課

☎23-1116
出 石 庁 舎
南 側 駐 車 場 ○ ○

（無料） ○ 出石振興局
地域振興課
☎52-3111西の丸駐車場 ○ ○

（無料） ○鉄砲町駐車場
清掃センター ○ × ○

環境センター
☎24-5477し 尿 処 理 ○ ×

火 葬 業 務 ○ × ○
豊 岡 病 院 ○ ×

（病院内「但馬救命救急センター」は通常どおり） ○ 豊岡病院
☎22-6111

日 高 医 療
セ ン タ ー ○ ×

（人工透析業務は通常どおり） ○ 日高医療センター
☎42-1611

出 石 医 療
セ ン タ ー ○ ×

（緊急の場合を除く） ○ 出石医療センター
☎52-2555

休 日 急 病
診 療 所 × ○ × 休日急病診療所

☎23-9219

森 本 診 療 所 × ○ 森本診療所
☎48-0001

神鍋診療所・資母診
療所・高橋診療所 ○ × ○

神鍋診療所☎45-0003
資母診療所☎56-0303
高橋診療所☎55-0036

※○は通常業務、×は業務を行いません。
※火葬業務は、１月１・２日は市役所本庁舎、各地域の庁舎で予約受付のみ行います。
※上記以外の公共施設（ホール・博物館・美術館・診療所など）は、市ホームページをご覧いただくか、各施設に
問い合わせてください。

12月29日（火）・30日（水）
〔城崎地域は25日（金）～30日（水）〕

　消防団では、火災などの災害予防と防火意識
の徹底を図るため、特別警戒を実施します。
　年末の慌ただしさから、ついおろそかになりがちな
火の始末に十分注意してください。
《問合せ》防災課☎23-1111または
　各振興局地域振興課

　新しい年を迎え、市民の皆さんが新年のあいさつ
を交わすための「賀詞交換会」を開
催します。
　多くの皆さんの参加をお待ちし
ています。
◇日時　１月４日（月）午前11時～
◇場所　本庁舎　２階　大会議室
《問合せ》秘書広報課☎23-1114

消防団年末特別警戒！ 豊岡市賀詞交換会のご案内
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母と子の健康

保健師　定期駐在日
（時間８：30～17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
誰でも、気軽に相談
してください。
※相談は、事前に連
絡してください。

※日高・出石地域の
乳幼児に関する相
談は、乳幼児健康
相談日を利用して
ください。

1

健康
増進課
☎24-1127

４か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

８
金 13：00～14：00

平成27年８月19日
～９月３日生

22 平成27年９月
４～22日生

日高 ６ 水 13：00～13：30 平成27年８月３日～９月６日生
出石
但東 19 火 13：00～13：15 平成27年８月16日～９月19日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談

７か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

18 月 13：00～14：00 平成27年５月15日～６月９日生

日高 ６ 水 13：15～13：45 平成27年５月３日～６月６日生
出石
但東 19 火 13：15～13：30 平成27年５月16日～６月19日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談・歯

科相談・ブックスタート（絵本の読み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 
※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎 12 火 13：00～14：00 平成26年６月13～29日生

日高 13 水 12：45～13：15 平成26年５・６月生

◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ
オル・健康診査アンケート

◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児
相談・歯科相談・フッ素塗布（希望者
500円）など

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
全域 ８、22 金 ９：00～11：00 妊娠届を提出する方 母子手帳交付・保健師・栄養士・歯科衛

生士の相談・妊婦健診助成の手続きなど
◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
全域 21 木 13：00～13：15 平成26年12月生 幼児食の話・試食・歯みがきの話・栄

養相談（希望者）・歯科相談（希望者）
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

乳幼児健康相談 ※城崎・竹野・但東地域の方は、保健師定期駐在日も利用してください。
日 曜日 受付時間 対象 会　場 内　容
13 水 10：00～11：00 乳幼児 出石健康福祉センター 身長・体重測定、保健師や栄養士による相談
◇持ち物　母子手帳・バスタオル

にこにこ教室（２歳児育児教室）
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
豊岡
城崎
竹野

28 木 13：00～13：30 平成25年９月６日～10月14日生 身体計測・歯科診察・フッ素塗布（希望者500円）・歯科相
談・育児相談など出石

但東 15 金 13：00～13：15 平成25年10～12月生
◇持ち物　母子手帳・タオル・歯ブラシ・相談票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

3歳児健康診査 ※個別に通知します。
地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

５
火 13：00～13：40

平成24年10月
３～19日生

26 平成24年10月20日
 ～11月７日生

出石
但東 ６ 水 13：00～13：30 平成24年９月６日 ～10月31日生
◇持ち物　母子手帳・視聴覚アンケート・尿・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・

育児相談・歯科相談・栄養相談など

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。
なお、別の会場で受診を希望する場合は､事前に健康増進課に連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東
教　室 にこにこ教室（２歳児）

豊岡市保健センター
（立野町12－12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
891－2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
1302）

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

月の保健行事
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献　　血

健診結果相談会

地域 日 曜日 受付時間 会　場

豊岡 27 水  ９：00～11：30 奈佐地区公民館
13：30～16：00 立野庁舎

城崎 19 火  ９：30～11：30 城崎庁舎
13：30～15：30 城崎健康福祉センター

日高 17 日  ９：30～11：30 日高健康福祉センター
（日高消防団）13：00～15：00

日 曜日 時間 会　場
12 火 10：00～11：30 立野庁舎

「歩いて暮らすまちづくり」標語　優秀作品⑤

歩こうよ　思った時が　第一歩

相　　談
名　　称 曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 22-9

きゅうきゅうはは

988

兵庫県 小児救急医療電話相談 平日・土 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　♯
シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話  078-731-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 9：00～24：00

オーちゃん

会　　　場 開催日 時　　間
竹野健康福祉センター　機能訓練室 13日（水）10：00～11：30
但東健康福祉センター　介護機器展示室 15日（金）10：00～11：30
◇内容　トレーニング機器を利用した、自主トレーニン
グのための講習会です。　◇対象　20歳以上の市民
◇定員　３人程度　◇申込み　健康増進課に電話
（21-9095）で申し込んでください。

トレーニング機器利用事前講習会

休日急病診療所 （立野町12-12）

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
１日（金・祝）、２（土）、３日
（日）、10日（日）、11日（月・祝）、
17日（日）、24日（日）、31日（日）

① 9：30～11：30
②13：00～16：30 内科・小児科 23-9219

12月１日は世界エイズデー

Ａ
エ イ ズ

ＩＤＳ　Ｉ
イ ズ

Ｓ　Ｎ
ノ ッ ト

ＯＴ　Ｏ
オ ー バ ー

ＶＥＲ　だから　ここから
　エイズの治療法の進歩により、ＨＩＶ（ヒト免
疫不全ウイルス）感染者は長く生きていくことが
可能となり、多くのＨＩＶ感染者が社会で働き、
学び、生活しています。
　職場や学校、医療機関など生活のさまざまな
場所で、エイズなどに対する差別、偏見の解消
を図り、ＨＩＶ感染者が社会で安心して生活で
きるよう、環境を整えることが一層重要です。

《2014年の全国新規ＨＩＶ感染者・エイズ患者報告数》
ＨＩＶ感染者
（検査で判明） 1091 件（過去３位）

エイズ患者
（感染に気付かずに発症） 455 件（過去４位）

合計 1546 件（過去３位）
＊前年の1590件よりわずかに減少
＊累計報告数は２万４千件超え
＊20歳代の新規ＨＩＶ感染者報告数は349件で過
去最多

　エイズは、まだ終わっていません。
　一人一人が、それぞれの立場で
｢予防、治療、支援、理解｣という
具体的行動を取ることが求められ
ています。
　豊岡健康福祉事務所では、エイ
ズに関する相談や検査（ＨＩＶ抗
体検査）を無料・匿名で実施して
います。感染を判断できるのは検
査だけです。まずは、検査を受け
ること、それがスタートラインです。

《申込み・問合せ》豊岡健康福祉事務所健康管
理課☎26-3660メールtoyookahokensho-aids
　　　　　　　　　　　 　　@pref.hyogo.lg.jp

検査日
▼日時　毎月第２・４火曜日　午前９時15分
～11時15分

▼内容　ＨＩＶ抗体検査、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウ
イルス検査、梅毒検査

こ
こ
ろ
の
相
談
室

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
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し
て
く
だ
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い
。

▼
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18
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）午
後

1
時
〜
4
時
30
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度
）

▼
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本
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▼
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必
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守
り
ま
す
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《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増

　
進
課
☎
24

1
1
2
7

豊岡市で頑張る❶人❷グループ・企業を紹介

❶第1火・❷第3火の13：00～

❶第1木・❷第3木の18：30～
❶第1土・❷第3土の9：00～

《問合せ》FMジャングル
　☎22-0764

ピックアップ豊岡の宝15分番組

本放送

再放送

お聞きください！ 76.4MHzFMジャングル

レッドリボンは
エイズの理解と
支援の象徴です
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12月の行事予定12月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
１ 火 休館日

２ 水
10：30 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

３ 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

４ 金

５ 土 10：30 竹野 テーマであそぼ｢絵本のベストリーダー｣（工作：クリスマスオーナメント）　幼 児

10：30 但東 おはなしのもり（工作：クリスマスリース）　幼 児

６ 日
７ 月
８ 火 休館日
９ 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

10 木
11 金

12 土

10：10 本館 土曜としょかん（工作：サンタのおかし入れ）　幼 児

10：30 城崎 おはなしランド（工作：おすわりサンタさん）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30 本館 としょかん映画会｢愛と青春の旅だち｣（1982年・124分）　般

13 日 13：30 本館 としょかん映画会｢愛と青春の旅だち｣（1982年・124分）　般

14 月
15 火 休館日
16 水 ９：40 豊岡 おはなしのゆりかご（市民プラザほっとステージ）　乳

17 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳 幼

18 金 10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

19 土
10：00 城崎 おいしいおはなし わくわく★クッキングＸ'mas　児

10：00 但東 なかよしクリスマス会（リサイクルブックフェア・映画会）　幼 児 般

20 日
21 月
22 火 休館日
23 水 休館日

24 木
10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

13：30 日高 おたのしみ会「わくわくランド」　幼 児

25 金 13：30 竹野 クリスマスおたのしみ会　幼 児

26 土
10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　幼 児

27 日 14：00 出石 としょかん・くらぶ　児

28 月 休館日（図書整理日）
29 火 休館日
30 水 休館日
31 木 休館日［～１月５日（火）まで］

レッツゴー図書館
本館　☎23-6151
（京町５-28）
城崎　☎21-9072
（城崎庁舎２階）
竹野　☎21-9078
（竹野庁舎３階）
日高　☎21-9060
（日高庁舎１階）
出石　☎21-9010
（出石庁舎１階）
但東　☎21-9036
（但東市民センター１階）

■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http://lib.city.toyooka.lg.jp　　　メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp
■開館時間　午前10時～午後６時　※本館（金・土）午前10時～午後７時

おいしいおはなし
わくわく★クッキング X’mas
日時　12月19日（土）午前10時～

正午
場所　城崎庁舎　３階　城崎地

区公民館 
内容　読み聞かせ、クリスマス

のお菓子作り、クリスマ
ス工作

対象　小学生以上
定員　20人（先着順）
参加費　300円（材料代）
《申込み・問合せ》城崎分館
　☎21-9072
クリスマスおたのしみ会
日時　12月25日（金）午後１時30

分～３時
場所　竹野地区公民館　多目的

ホール
内容　人形劇、読み聞かせなど
《問合せ》竹野分館☎21-9078
おたのしみ会「わくわくランド」
日時　12月24日（木）午後１時30

分～３時30分
場所　日高庁舎　３階　子育て

ホール
内容　読み聞かせ、歌、工作など
対象　主に小学生（幼稚園以下

は保護者同伴）
定員　30人
参加費　100円（材料代）
《申込み・問合せ》日高分館
　☎21-9060
なかよしクリスマス会
日時　12月19日（土）午前10時～
場所　但東市民センター １階

ロビー
内容　リサイクルブックフェア、 

アニメ映画上映会
《問合せ》但東分館☎21-9036
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子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援するためのいろいろな活動をしています。
下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。
※持ち物のないものは申込時に確認してください。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石庁舎1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎庁舎2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高庁舎3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

日　時 11日（金）午前10時30分～11時30分
申込期限 ９日（水）
対　象 乳幼児と保護者15組
内　容 親子ふれあい遊び、人形劇｢ままだっこ｣、クリスマスグッズ作り

おたのしみ広場

おでかけ広場（三方）　三方地区公民館

にこにこ紙芝居の会

クリスマスお楽しみ会

日　時 25日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、計測、ふれあい遊び、子育て相談
持ち物 母子手帳

日　時 17日（木）午前10時30分～11時30分
申込期限 12日（土）
対　象 乳幼児と保護者10組程度
内　容 お年寄りとの交流遊び

日　時 ４日（金）午前10時30分～11時30分
申込期限 ３日（木）
対　象 ２歳までの乳幼児と保護者15組
内　容 お話と読み聞かせ、わらべうた遊び
講　師 図書館司書

日　時 ８日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 15日（火）午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者　
内　容 サンタさんとゲームをしたり、ダンスをして遊びましょう
持ち物 お茶、ケーキ用の皿とスプーン
参加費 １人200円

わいわいコーラス

なかよし広場

おでかけ広場　城崎健康福祉センター　多機能ホール

サンタさんとあそぼう‼

パパと遊ぼうデー

日　時 ９日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ペープサート、絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊び、うた

日　時 15日（火）午前10時15分～11時30分
申込開始 ５日（土）
対　象 乳幼児と保護者子ども45人
内　容 アンパンマン人形劇、親子遊び、音楽遊び、サンタ登場
参加費 子ども１人150円

日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 おおむね２歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 栄養士によるミニ講話、親子交流、子育て相談

日　時 ９日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、親子ふれあい遊び、絵本の読み聞かせ、パネルシアターほか

つどいの広場/12月
←最新情報は
　こちらから

日　時 16日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊び、読み聞かせ、計測、子育て相談、本の貸出・返却
スタッフ 保健師、看護師（助産師）、保育士、図書館司書、図書館児童ボランティア

日　時 16日（水）午後１時30分～２時45分
申込開始 ３日（木）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　20組
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 ①ほっとたいむ ７日（月）、24日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 17日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び

日　時 ５日、12日、26日の土曜日　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 ２日（水）午前10時15分～、９日（水）午後１時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、遊具での遊び、子育て相談、子育て情報ほか
その他 雨天の場合は中止

日　時 19日（土）午前10時30分～（開場10時15分）
対　象 乳幼児、小学生と保護者130人
内　容 パネルシアター「おおさか　うまいもんのうた」ほか

ブラックパネルシアター｢うしかたとやまんば」ほか
申込み ２日（水）から各センターで整理券を配布

なかよし広場　子育て学習室

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ　ふれあい広場

おはなし広場　子育て学習室

そとあそび広場　しばっこ広場（アイティ７階）

おやこっこ運動遊び　子育て学習室

心をはぐくむ絵本とわらべうた　城崎庁舎１階　集会室

パネルシアター劇場　子育て学習室

にこにこひろば

クリスマス会

なかよし広場

おでかけ広場　高橋地区公民館

日　時 16日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、体操、ミニシアターほか

日　時 18日（金）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 クリスマスリース制作、ミニシアターほか

日　時 25日（金）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 紙芝居を見ましょう

日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 楽しいお話とゲーム遊び

日　時 26日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と家族（ママも大歓迎）
内　容 音楽に合わせて体を動かし、寒さをふっ飛ばしましょう！

日　時 25日（金）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 １年間使った所をみんなできれいにしましょう

おでかけ広場　中竹野地区公民館

みんなで大掃除をしよう

Ｘmasだよ！パパと遊ぼうDAY！
日　時 ６日（日）午前10時30分～11時45分
申込期限 ４日（金）
対　象 乳幼児と保護者　※家族みんなで来てください
講　師 生涯学習サポート兵庫　きたはら☆まさきさん
内　容 親子ふれあい遊び

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館
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平成27年10月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

DECEMBER
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談

 2 日(水)

13：30～16：00

城崎庁舎

生涯学習課 23－0341

 3 日(木) 但東健康福祉センター
 7 日(月) 竹野庁舎

 9 日(水) 出石ふれあいセンター
豊岡健康福祉センター（城南町）

10日(木) 日高農村環境改善センター

行 政 相 談

 7 日(月)
13：30～15：30

竹野庁舎

秘書広報課 23－111410日(木) 出石庁舎
日高農村環境改善センター

12日(土) 10：00～11：30 豊岡健康福祉センター（城南町）
17日(木) 13：30～15：30 但東健康福祉センター

身 体 障 害 者 相 談  2 日(水)16日(水) 13：00～16：00

豊岡健康福祉センター（城南町）

社会福祉課 24－7033

身 体 障 害 者
（視覚障害者）相談 25日(金) 13：00～16：00
身 体 障 害 者
（聴覚障害者）相談 24日(木) 13：00～16：00
知 的 障 害 者 相 談  8 日（火） 9：00～11：00 立野庁舎

精神保健福祉相談
10日（木）

9：00～11：00
城崎庁舎

17日（木） 立野庁舎
24日（木） 出石庁舎

心 配 ご と 相 談

毎週月～金
（法律相談日を除く） 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター（城南町）豊

岡

市

社

会

福

祉

協

議

会

本所・豊岡地区センター 24－7311

 3 日(木)
17日(木)

13：30～16：00

城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181

10日(木)
25日(金) 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100
16日(水) 竹野老人福祉センター 竹野地区センター 47－1423

結 婚 相 談

 2 日(水)
16日(水) 13：30～16：00 出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
 3 日(木) 但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181
 4 日(金)
18日(金) 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター(城南町) 本所・豊岡地区センター 23－2573
10日(木)

13：30～16：00
城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503

10日(木)
25日(金) 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100
11日(金) 竹野老人福祉センター 竹野地区センター 47－1423

法 律 相 談
（予約受付11/25（水）、8：30～）
（先着8人・電話予約のみ）

 1 日(火) 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター(城南町) 本所・豊岡地区センター 23－2573

不 登 校 相 談
毎週月～金 9：00～17：00 豊岡健康福祉センター(城南町) こども支援センター 24－8303発達にかかわる相談

子 育 て 家 庭 相 談
農 家 相 談  7 日（月）13：30～16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
職 業 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ハローワーク豊岡 ハローワーク豊岡 23－3101
Uターン就職相談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所エコバレー推進課 ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008
も の づ く り 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ものづくり支援センター 21－9024
事業所対象金融相談 毎週月～金 9：00～17：00 兵庫県信用保証協会但馬支所 金融相談窓口 22－5171
若 者 の 就 労 支 援 毎週月～金 10：00～16：00 若者サポートステーション豊岡 若者サポートステーション豊岡 34－6333
消 費 生 活 相 談 毎週月～金 9：00～16：00 市役所生活環境課 くらしの相談室 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月～金 9：00～16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課 23－1114

エイズ・肝炎検査
要
予
約
 8 日(火)
22日(火) 9：15～11：15 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

※
毎
週
の
相
談
日
は
、祝
日
を
除
く

12月の主な相談

合　計 男　性 女　性 世帯数
84,969人（－41人） 40,806人（－27人） 44,163人（－14人） 32,929世帯（－8世帯）
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12月の主な行事
DECEMBER

より詳しい情報は
こちらから

17（木）絵本の読み聞かせの会
 （10：30～11：00 日高子育てセンター）

18（金）えほんはともだち
 （10：30～11：00 但東子育てセンター）

19（土）
20（日）田んぼの学校

 （９：30～ コウノトリ文化館周辺）
とよおか・シネマオアシスvol．16｢おまえうま
そうだな｣（10：30～、14：00～ 市民会館）
見てぇなダンス2015×サロンdeダンス
2015（14：00～ 豊岡市民プラザ）

21（月）
22（火）城崎温泉ゆず湯（城崎温泉外湯）
23（水）天皇誕生日

第132回サロンコンサート
 （12：30～ 豊岡市民プラザ）

24（木）絵本の読み聞かせ
 （10：30～11：00 城崎子育てセンター）
おたのしみ会「わくわくランド」
 （13：30～15：30 日高子育てセンター）
かにサンタのクリスマスイベント
 （ＪＲ城崎温泉駅前）

25（金）
26（土）パパと遊ぼうデー

 （10：30～11：30 竹野子育てセンター）

27（日）カバストマルシェ
 （10：00～16：00 宵田商店街）

28（月）
29（火）
30（水）
31（木）

ひ
と
り
ご
と

1（火）
2（水）にじっこ広場

 （10：30～11：00 竹野子育てセンター）
えほんのとびら
 （10：30～11：00 出石子育てセンター）

3（木）水彩画教室・パステル画教室合同作品展
 （９：30～ 市立美術館、～15日）

4（金）
5（土）メロディ♪みいつけた

 （11：00～11：20 城崎子育てセンター）

6（日）Xmasだよ！パパと遊ぼうDAY！
 （10：30～11：45 日高子育てセンター）

7（月）
8（火）わいわいコーラス

 （10：00～11：30 竹野子育てセンター）

9（水）ペレット隊長　古川さんから学ぶ会
 （13：30～ ハチゴロウの戸島湿地）
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

10（木）
11（金）
12（土）としょかん映画会

 （13：30～ 図書館本館、～13日）

13（日）森里川海シンポジウム
 （13：00～ 日高農村環境改善センター）
ひょうご合唱の祭典（13：30～ 市民会館）
企画展「カザフの天幕－文様に込められた
家族への想い－」（日本・モンゴル民族博物
館、～平成28年４月12日）

14（月）
15（火）
16（水）なかよし広場

 （９：30～ 子育て総合センター）

▼
も
う
い
く
つ
寝
る
と
お
正
月
〜

♪
。
今
年
も
、
早
い
も
の
で
残
す
と

こ
ろ
約
１
カ
月
。
今
回
の
広
報
紙
に

｢

年
末
年
始
の
市
の
業
務｣

を
載
せ
ま

し
た
。
広
報
担
当
一
年
生
の
私
に
と

っ
て
は
、
明
日
が
あ
る
明
日
が
あ
る
、

明
日
が
あ
る
さ
〜
♪
。 

Ⓦ

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣
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「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。

広
報
　と
よ
お
か

N
o.247

　
9
月
27
日
、
福
井
県
小
浜
市
で

開
催
さ
れ
た「
第
8
回
ち
り
と
て

ち
ん
杯
・
全
国
女
性
落
語
大
会
」

で
第
1
位
に
当
た
る
グ
ラ
ン
プ
リ

「
ち
り
と
て
ち
ん
大
賞
」に
輝
い
た

の
が
加
賀
見
真
美（
芸
名
・
尼あ

ま

乃の

家や

河か

鹿じ
か

）さ
ん
で
す
。

　
加
賀
見
さ
ん
と
落
語
と
の
出
会

い
は
大
学
の
サ
ー
ク
ル
。
先
輩
に
、

見
た
目
は
悪
い
が
良
い
声
で
鳴
く

「
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
」か
ら
命
名
さ
れ

た
こ
と
を
、
今
も
落
語
の
ま
く
ら

（
本
題
へ
の
導
入
部
）で
使
い
、
お

客
さ
ん
の
心
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。

　
仕
事
や
家
事
、
子
育
て
な
ど
で

忙
し
く
、
落
語
を
や
め
た
い
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
第
1
回
の
同

大
会
で
2
位
に
当
た
る
審
査
員
特

別
賞
を
受
賞
し
、
周
り
か
ら
評
価

さ
れ
出
し
た
こ
ろ
か
ら「
お
客
さ

ん
の
笑
い
や
反
応
、
落
語
の
間ま

を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
振

り
返
り
ま
す
。

　
プ
ラ
ザ
寄
席「
ふ
れ
愛
亭
」（
豊

岡
市
民
プ
ラ
ザ
）な
ど
に
定
期
出

演
す
る
他
、
P
T
A
や
健
康
教
室
、

敬
老
会
な
ど
に
出
演
。「
笑
っ
て
健

康
に
な
り
ま
し
ょ
う
！！
」と
明
る

く
楽
し
い
落
語
で
、
会
場
を
沸
か

せ
て
い
ま
す
。
出
演
依
頼
は
、
た

ん
た
ん
落
語
会
ま
で
☎
0
7
9

6
6
2

6
8
4
3

日本一の、いや世界一の女性落語家
笑いで健康を届けます

加
か

賀
が

見
み

真美さん（58歳）日高町久斗

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲新そばを楽しむ子どもたち

　10月25日、日高町殿で、殿さんそば新そば祭が
開催されました。
　村おこしのための地域創生事業の食材供給施設
として、10年前に整備された殿さんそば。開店以
来｢無農薬、有機肥料で作った地元産のそば粉に
よる10割そば｣にこだわっています。
　会場では新そばが格安販売された他、新米や新
鮮野菜などの地元特産品販売、ぜんざいや新米お
にぎりなどのバザー、豪華景品付き餅まき大会が
行われました。
　夫婦で訪れた松岡喜代子さん（日高町野）は｢毎
年楽しみにしています。殿さんそばのコシと香り
が好きです｣と新そばを楽しんでいました。

殿さんそば新そば祭
おかげさまで10周年！

▲出石高校書道部によるパフォーマンスで幕が上がった祭り

　11月１日、日本・モンゴル民族博物館駐車場で
第４回｢しぼの宝まつり｣が開催され、地域住民ら
多くの来場者でにぎわいました。
　資母の埋もれた地域の宝“人”の力で、地域を
盛り上げようと始まったこの祭り。屋台やフリー
マーケット、自慢の農産物の直売などが行われま
した。ステージイベントでは、出石高校書道部に
よるパフォーマンスで幕が上がり、演歌歌手より
うまい！！｢演歌コンサート｣など、さまざまな演出
で盛り上がりました。
　地域づくりの会･しぼ会長の霜倉和典さんは｢こ
のまつりで、資母の各世代の頑張りと、人と人の
つながりをみんなで確認したい｣と語ります。

しぼの宝まつり
地域の宝“人”の力で、まちおこし！


